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著
者
名50

音
順
（
２
月
作
成
版
） 

（
概
評
） 

 

今
年
度
も
、
説
明
的
文
章
に
お
い
て
は
新
し
い
本
（
新
書
等
）
を
中
心
に
、
科
学
・
思
想
・
自
然
・
言
語
・
現
代
社
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
の
出
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
説
明
的
文
章
に
図
表
を
用
い
る
な
ど
、
テ
キ
ス
ト
内
容
に
最
近
の
傾
向
が
や
や
出
て
い
る
も

の
も
目
に
つ
き
ま
し
た
。
文
学
的
文
章
で
は
、
学
校
に
よ
っ
て
、
新
刊
を
出
す
と
こ
ろ
、
古
典
的
な
作
家
を
出
す
と
こ
ろ
、
先
生
の
好
み
を

ふ
く
め
て
、
か
な
り
幅
広
い
出
題
で
あ
る
こ
と
も
例
年
通
り
で
し
た
。
中
学
入
試
問
題
の
対
象
と
な
る
作
品
が
、
ジ
ュ
ニ
ア
向
け
か
ら
大
人

ま
で
幅
広
い
範
囲
と
な
っ
て
い
て
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

昨
年
の
新
刊
書
籍
の
中
か
ら
、
今
年
度
の
中
学
入
試
で
多
数
の
学
校
が
出
題
し
て
い
る
本
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。 

○
稲
垣
栄
洋
『
雑
草
は
な
ぜ
そ
こ
に
生
え
て
い
る
の
か
』
（
ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
新
書
） 

出
題
校
＝
大
妻
一
回
・
青
山
学
院
横
浜
英
和
Ａ
・
浦
和
実
業
第
１
回
午
後
・
開
智
未
来
①
・
城
北
埼
玉
二
回 

（
内
容
）
稲
垣
栄
洋
さ
ん
の
植
物
に
関
す
る
説
明
文
は
、
新
刊
が
出
る
た
び
に
入
試
問
題
の
人
気
出
典
に
な
る
と
い
う
感
じ
で
す
。
説
明
文

で
は
現
在
こ
の
人
が
一
番
「
中
学
入
試
に
よ
く
で
る
」
著
者
。
今
回
も
「
雑
草
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
植
物
の
戦
略
的
な
生
存
の
ひ
み
つ
を

解
き
明
か
し
て
い
て
面
白
い
で
す
。 

○
こ
ま
つ
あ
や
こ
『
リ
マ
・
ト
ゥ
ジ
ュ
・
リ
マ
・
ト
ゥ
ジ
ュ
・
ト
ゥ
ジ
ュ
』（
講
談
社
） 

出
題
校
＝
栄
光
学
園
・
海
城
（
一
般
①
）・
桐
朋
二
回
・
鎌
倉
女
学
院
二
次 

（
内
容
）
タ
イ
ト
ル
の
「
リ
マ
・
ト
ゥ
ジ
ュ
・
リ
マ
・
ト
ゥ
ジ
ュ
・
ト
ゥ
ジ
ュ
」
は
マ
レ
ー
シ
ア
語
で
「
五
・
七
・
五
・
七
・
七
」
。
主
人
公

は
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
帰
国
子
女
で
中
学
２
年
生
・
沙
弥
。
ク
ラ
ス
に
溶
け
込
め
な
い
で
い
た
あ
る
日
、
短
歌
の
「
吟
行
」
に
誘
わ
れ
ま
す
。

思
春
期
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
と
成
長
を
え
が
く
青
春
小
説
。 

 

１ 

著
者
名50

音
順 

 

【
説
明
的
文
章
】
（
論
説
文
・
説
明
文
・
解
説
文
・
随
想
・
新
聞
の
コ
ラ
ム
等
） 

青
木 

淳
『
原
っ
ぱ
遊
園
地
』
渋
谷
教
育
幕
張 

二
次 

浅
田
次
郎
『
考
え
る
葦
』
慶
應
義
塾
普
通
部 

池
内 

了
『
科
学
の
考
え
方
・
学
び
方
』
東
京
女
学
館
４
回 

池
谷
裕
二
『
で
き
な
い
脳
ほ
ど
自
信
過
剰
』
専
大
松
戸
（
第
一
回
）
・
春
日
部
共
栄
②
午
後 

池
谷
裕
二
『
脳
に
は
妙
な
ク
セ
が
あ
る
』
聖
光
学
院
一
回 

泉
谷
玄
作
『
日
本
の
花
火
は
な
ぜ
世
界
一
な
の
か
』
埼
玉
栄 

第
２
回
午
後 

井
田 

齊
『
魚
は
す
ご
い
』
巣
鴨
第
Ⅰ
期 

井
田
徹
治
『
生
物
多
様
性
と
は
何
か
』
國
學
院
久
我
山
一
回
午
前 

伊
藤
公
一
朗
『
デ
ー
タ
分
析
の
力
』
開
智
１
回 

稲
垣
栄
洋
『
雑
草
は
な
ぜ
そ
こ
に
生
え
て
い
る
の
か
』
大
妻
一
回
・
青
山
学
院
横
浜
英
和
Ａ
・
浦
和
実
業
第
１
回
午
後
・
開
智
未
来
①
・
城

北
埼
玉
二
回 

稲
垣
栄
洋
『
植
物
は
な
ぜ
動
か
な
い
の
か
』
公
文
国
際
Ｂ
・
吉
祥
女
子
一
回 

稲
垣
え
み
子
『
ア
フ
ロ
記
者
が
記
者
と
し
て
書
い
て
き
た
こ
と 

退
職
し
た
か
ら
書
け
た
こ
と
』
灘
二
日
目 

井
上
史
雄
『
新
・
敬
語
論 

な
ぜ
「
乱
れ
る
」
の
か
』
江
戸
川
学
園
取
手
２
回 

今
福
龍
太
『
学
問
の
殻
を
破
る 

世
界
に
向
け
て
自
己
を
開
放
す
る
こ
と
』
獨
協
埼
玉
一
回 

岩
井
克
人
『
お
カ
ネ
と
コ
ト
バ
と
人
間
社
会
』
弘
学
館 

岩
本
茂
樹
『
自
分
を
知
る
た
め
の
社
会
学
入
門
』
立
教
新
座 

内
田 

樹
『
先
生
は
え
ら
い
』
西
大
和
学
園
（
県
外
） 

内
沼
晋
太
郎
『
こ
れ
か
ら
の
本
屋
読
本
』
学
習
院
中
等
科
二
回 

宇
根 

豊
『
農
は
過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ
』
栄
東
Ａ
日
程
・
青
雲 

榎
本
博
明
『「
対
人
不
安
」
っ
て
何
だ
ろ
う
？
』
共
立
女
子
（
２
／
２
） 

榎
本
博
明
『「
す
み
ま
せ
ん
」
の
国
』
青
山
学
院 

榎
本
博
明
『〈
ほ
ん
と
う
の
自
分
〉
の
つ
く
り
方
』
神
奈
川
大
附
属
Ｂ 

大
竹
文
雄
『
競
争
社
会
の
歩
き
方
』
國
學
院
久
我
山
（
２
回
） 

岡
田
暁
生
『
音
楽
の
聴
き
方
』
フ
ェ
リ
ス 

岡
田
美
智
男
『
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
の
思
考
』
昭
和
学
院
秀
英
（
１
回
） 



小
川
洋
子
『
物
語
の
役
割
』
青
山
学
院
横
浜
英
和
Ａ 

小
野
雅
裕
『
宇
宙
に
命
は
あ
る
の
か 

人
類
が
旅
し
た
一
千
億
分
の
八
』
横
浜
雙
葉 

か
こ
さ
と
し
『
未
来
の
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
へ
』
桐
朋
一
回 

柏
木 

博
『「
し
き
り
」
の
文
化
論
』
中
央
大
学
附
属
横
浜
一
回 

片
岡
一
竹
『
疾
風
怒
濤
精
神
分
析
入
門
』
東
京
農
大
一
中
（
一
回
） 

加
藤
周
一
『
読
書
術
』
明
大
付
属
明
治
一
回 

加
藤
秀
俊
『
暮
ら
し
の
思
想
』
獨
協
埼
玉
二
回 

加
藤
秀
俊
『
社
会
学 

わ
た
し
と
世
間
』
攻
玉
社
一
回 

角
幡
唯
介
『
新
・
冒
険
論
』
ラ
・
サ
ー
ル 

門
脇
厚
司
『
子
供
の
社
会
力
』
埼
玉
栄 
第
３
回 

萱
野
稔
人
『
社
会
の
し
く
み
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
る
哲
学
入
門
』
開
智
・
先
端
特
待 

河
合
雅
司
『
未
来
の
年
表
』
茗
渓
学
園
① 

川
井
龍
介
『
社
会
を
生
き
る
た
め
の
教
科
書
』
青
山
学
院
横
浜
英
和
Ｂ 

姜
尚
中
『
君
に
伝
え
た
い
こ
と 

１
５
歳
の
レ
ッ
ス
ン
』
武
南
①
午
前 

菅
野 

仁
『
友
だ
ち
幻
想
』
中
央
大
学
附
属
横
浜
二
回
・
星
野
学
園
（
理
数
選
抜
第
２
回
）
・
盛
岡
白
百
合
（
首
都
圏
） 

北
村
良
子
『
論
理
的
思
考
を
鍛
え
る
３
３
の
思
考
実
験
』
清
泉
女
学
院
一
回 

く
ご
う
え
り
『
だ
れ
も
が
使
え
る
も
の
づ
く
り
』
埼
玉
栄 

第
１
回
午
前 

工
藤
和
男
『
く
ら
し
を
立
て
る
』
大
宮
開
成
【
英
数
特
科
コ
ー
ス
】 

栗
山
さ
や
か
『
ひ
と
り
で
は
じ
め
た
ア
フ
リ
カ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
日
本
女
子
大
附
属
一
回 

河
野
哲
也
『「
こ
ど
も
哲
学
」
で
対
話
力
と
思
考
力
を
育
て
る
』
神
奈
川
大
附
属
Ａ 

鴻
巣
友
季
子
『
翻
訳
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？ 

あ
の
名
作
を
訳
し
て
み
る
』
鷗
友
学
園
女
子
１
回 

國
分
功
一
郎
『
中
動
態
の
世
界 

意
志
と
責
任
の
考
古
学
』
渋
谷
教
育
渋
谷
２
回 

小
浜
逸
郎
『「
弱
者
」
と
は
だ
れ
か
』
西
武
学
園
文
理
特
選
・
一
貫
① 

斎
藤
亜
矢
『
要
、
不
要
』
海
城
（
一
般
①
） 

斎
藤 

環
『
つ
な
が
る
こ
と
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
』
春
日
部
共
栄
②
午
前 

斎
藤 

孝
『
読
書
力
』
開
智
先
端
Å
・
東
京
女
学
館
１
回 

斎
藤 

孝
『
ま
ね
る
力 

模
倣
こ
そ
が
想
像
で
あ
る
』
専
大
松
戸
（
第
二
回
） 

斎
藤 

孝
『
コ
メ
ン
ト
力 

「
で
き
る
人
」
は
こ
こ
が
ち
が
う
』
城
北
埼
玉
一
回 

佐
倉
総
・
古
田
ゆ
か
り
『
お
は
よ
う
か
ら
お
や
す
み
ま
で
の
科
学
』
茗
渓
学
園
推
薦 

佐
藤
友
亮
『
身
体
知
性 

医
師
が
見
つ
け
た
身
体
と
感
情
の
深
い
つ
な
が
り
』
江
戸
川
学
園
取
手
１
回 

佐
藤 

卓
『
塑
す
る
思
考
』
佐
久
長
聖
（
東
京
①
） 

佐
藤
雅
彦
『
考
え
の
整
頓
』
清
泉
女
学
院
二
回 

沢
木
耕
太
郎
『
銀
河
を
渡
る 

全
エ
ッ
セ
イ
』
灘
一
日
目 

真
田
信
治
『
方
言
は
気
持
ち
を
伝
え
る
』
春
日
部
共
栄
①
午
前 

椹
木
野
衣
『
感
性
は
感
動
し
な
い 

美
術
の
見
方
・
批
評
の
方
法
』
中
央
大
学
附
属
一
回
・
サ
レ
ジ
オ
学
院 

更
科 

功
『
絶
滅
の
人
類
史 

な
ぜ
「
私
た
ち
」
が
生
き
延
び
た
の
か
』
岡
山
白
陵 

汐
見
稔
幸
『
人
生
を
豊
か
に
す
る
学
び
方
』
西
南
学
院
・
獨
協
埼
玉
三
回
・
麗
澤
（
第
二
回
）・
逗
子
開
成
三
回
・
頌
栄
女
子
学
院
一
回 

白
水 

智
『
古
文
書
は
い
か
に
歴
史
を
え
が
く
の
か
』
桐
光
学
園
（
二
回
） 

清
水
義
範
『
行
儀
よ
く
し
ろ
。』
栄
東
Ｂ
日
程 

生
源
寺
眞
一
『
農
学
が
世
界
を
救
う
』
昭
和
学
院
秀
英
（
２
回
） 

須
賀
敦
子
「
ほ
め
る
」
共
立
女
子
（
２
／
１
） 

杉
浦
明
平
『
雑
草
世
界
の
近
代
化
』
鎌
倉
学
園
２
次 

杉
原
厚
吉
『
ス
ウ
ガ
ク
っ
て
、
な
ん
の
役
に
立
ち
ま
す
か
？
』
逗
子
開
成
一
回 

鈴
木 

透
『
ス
ポ
ー
ツ
国
家
ア
メ
リ
カ
』
市
川
① 

鈴
木
紀
之
『
す
ご
い
進
化
』
慶
應
湘
南
藤
沢 

瀬
戸
賢
一
『
日
本
語
の
レ
ト
リ
ッ
ク
』
明
大
付
属
明
治
二
回 

高
階
秀
爾
『
日
本
人
に
と
っ
て
美
し
さ
と
は
何
か
』
浦
和
明
の
星
女
子
一
回
・
鎌
倉
学
園
３
次 



高
槻
成
紀
『
動
物
を
守
り
た
い
君
へ
』
星
野
学
園
（
進
学
第
１
回
） 

高
槻
成
紀
『
野
生
動
物
へ
の
２
つ
の
視
点
』
光
塩
女
子
一
回
（
国
語
基
礎
） 

高
村
是
州
『
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ラ
イ
フ
の
楽
し
み
方
』
埼
玉
栄 

第
４
回 

瀧
野
隆
浩
『
こ
れ
か
ら
の
「
葬
儀
」
の
話
を
し
よ
う
』
江
戸
川
学
園
取
手
１
回 

田
口
幹
人
『
ま
ち
の
本
屋
、
知
を
編
み
、
血
を
継
ぎ
、
地
を
耕
す
』
共
立
女
子
（
２
／
１
） 

田
中 

修
『
植
物
の
ひ
み
つ
』
筑
波
大
附
属
・
白
百
合
学
園
（
一
般
） 

田
中
俊
之
『
男
が
つ
ら
い
よ 
絶
望
の
時
代
の
希
望
の
男
性
学
』
埼
玉
栄 

第
１
回
午
後 

谷
岡
一
郎
『
デ
ー
タ
は
ウ
ソ
を
つ
く
』
岡
山
Ｂ 

谷
崎
潤
一
郎
『
文
章
読
本
』
高
輪
Ａ 

辻 

信
一
『
弱
虫
で
い
い
ん
だ
よ
』
大
宮
開
成
（
特
待
生
選
抜
）・
湘
南
白
百
合 

鶴
原
吉
郎
『
Ｅ
Ｖ
と
自
動
運
転 

ク
ル
マ
を
ど
う
変
え
る
か
』
品
川
女
子
学
院
一
回 

鄭 

雄
一
『
東
大
理
系
教
授
が
考
え
る
道
徳
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
』
昭
和
学
院
秀
英
（
３
回
） 

寺
田
寅
彦
『
天
国
と
国
防
』
渋
谷
教
育
幕
張
一
次 

寺
田
寅
彦
『
科
学
者
と
あ
た
ま
』
雙
葉 

富
田
啓
介
『
は
じ
め
て
地
理
学
』
鎌
倉
女
学
院
二
次 

外
山
滋
比
古
『
思
考
の
整
理
学
』
鎌
倉
学
園
１
次
・
逗
子
開
成
二
回 

外
山
滋
比
古
『
「
マ
コ
ト
」
よ
り
「
ウ
ソ
」
の
法
則
』
城
北
埼
玉
一
回 

中
澤
二
朗
『
働
く
、
な
ぜ
』
麗
澤
（
第
一
回
） 

中
村
桂
子
『
い
の
ち
愛
づ
る
生
命
誌
』
春
日
部
共
栄
③ 

中
村
桂
子
『
水
も
土
も
生
き
物
の
視
点
か
ら
』
早
稲
田
学
院 

野
矢
茂
樹
『
語
り
え
ぬ
も
の
を
語
る
』
浦
和
実
業 

第
１
回
午
前 

萩
原
さ
ち
こ
『
図
説
・
戦
う
城
の
科
学
』
開
智
（
未
来
・
未
来
選
抜
Ａ
） 

橋
爪
大
三
郎
『
正
し
い
本
の
読
み
方
』
愛
光 

橋
爪
大
三
郎
『
面
白
く
て
眠
れ
な
く
な
る
社
会
学
』
芝
浦
工
大
柏
一
回 

橋
本 

治
『
ち
ゃ
ん
と
話
す
た
め
の
敬
語
の
本
』
成
蹊
一
回 

東
野
圭
吾
『
滅
び
る
も
の
は
滅
び
る
ま
ま
に
』
東
邦
大
附
属
東
邦
（
推
薦
・
帰
国
生
）
随
想 

樋
口
清
之
『
日
本
人
の
育
て
の
知
恵
』
栄
東
（
東
大
選
抜
Ⅱ
） 

日
高
敏
隆
『
春
の
数
え
か
た
』
星
野
学
園
（
総
合
選
抜
） 

日
高
敏
隆
『
動
物
た
ち
の
自
意
識
』
鎌
倉
女
学
院
一
次 

平
岩
時
雄
『
９
９
％
の
人
が
速
く
な
る
走
り
方
』
宮
崎
日
本
大
（
前
期
） 

平
川
克
美
『
２
１
世
紀
の
楕
円
幻
想
論 

そ
の
日
暮
ら
し
の
哲
学
』
聖
光
学
院
二
回 

福
岡
伸
一
『
新
版 

動
的
平
衡
』
青
山
学
院
・
渋
谷
教
育
渋
谷
３
回 

福
岡
伸
一
『
生
物
と
無
生
物
の
間
』
宮
崎
日
本
大
（
首
都
圏
） 

福
島 

英
『
声
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
武
南
①
午
後 

藤
田
正
勝
『
日
本
文
化
を
よ
む 

５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
』
光
塩
女
子
二
回 

ペ
ー
タ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ル
レ
ー
ベ
ン
『
樹
木
た
ち
の
知
ら
れ
ざ
る
生
活 

森
林
管
理
官
が
聴
い
た
森
の
声
』
女
子
学
院 

保
坂
和
志
『
生
き
る
歓
び
』
渋
谷
教
育
渋
谷
１
回 

前
田
英
樹
『
何
の
た
め
に
「
学
ぶ
」
の
か
』
普
連
土
学
園
一
回 

前
野
ウ
ル
ド
浩
太
郎
『
バ
ッ
タ
を
倒
し
に
ア
フ
リ
カ
へ
』
芝
二
回 

松
原
耕
二
『
本
質
を
つ
か
む
聞
く
力 

ニ
ュ
ー
ス
の
現
場
か
ら
』
横
浜
共
立 

松
村
圭
一
郎
『
う
し
ろ
め
た
さ
の
人
類
学
』
青
雲
・
開
成
・
香
蘭
女
学
校
・
豊
島
岡
女
子
一
回 

正
高
信
男
『
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
こ
こ
ろ
を
探
る
』
栄
東
（
東
大
選
抜
Ⅰ
） 

宮
内
泰
介
『
歩
く
、
見
る
、
聞
く 

人
び
と
の
自
然
再
生
』
本
郷
一
回 

群
よ
う
こ
「
本
と
の
距
離
」
巣
鴨
第
Ⅰ
期 

最
上
敏
樹
『
い
ま
平
和
と
は
』
渋
谷
教
育
渋
谷
１
回 

茂
木
健
一
郎
『
化
粧
す
る
脳
』
春
日
部
共
栄
①
午
後 

本
川
達
夫
『
生
き
物
は
円
柱
形
』
桐
光
学
園
（
一
回
） 



元
村
有
希
子
『
気
に
な
る
科
学
』
東
邦
大
附
属
東
邦
（
前
期
） 

森 

達
也
『
た
っ
た
ひ
と
つ
の
「
真
実
」
な
ん
て
な
い
』
早
稲
田
一
回 

森 

毅
『
ま
ち
が
っ
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
か
』
公
文
国
際
Ａ 

森 

博
嗣
『
孤
独
の
価
値
』
芝
浦
工
大
柏
二
回 

森 

博
嗣
『
集
中
力
は
い
ら
な
い
』
埼
玉
栄 

第
２
回
午
前 

森 

博
嗣
『
読
書
の
価
値
』
東
京
都
市
大
付
属
一
回
・
立
教
女
学
院 

森
田
良
行
『
気
持
ち
を
表
す
「
基
礎
日
本
語
辞
典
」』
佐
久
長
聖
（
東
京
①
） 

森
山 

徹
『
モ
ノ
に
心
は
あ
る
の
か
』
東
京
農
大
一
中
（
一
回
） 

安
田
正
美
『
単
位
は
進
化
す
る 

究
極
の
精
度
を
め
ざ
し
て
』
洗
足
学
園
一
回 

山
極
寿
一
『
ゴ
リ
ラ
か
ら
の
警
告 

人
間
社
会
、
こ
こ
が
お
か
し
い
』
桜
蔭
・
淑
徳
与
野
一
回 

山
口 

周
『
武
器
に
な
る
科
学
』
西
大
和
学
園
（
県
内
） 

山
口
真
美
『
自
分
の
顔
が
好
き
で
す
か
？
「
顔
」
の
心
理
学
』
早
稲
田
佐
賀
Ａ 

山
崎
広
子
『
声
の
サ
イ
エ
ン
ス
』
栄
光
学
園
・
星
野
学
園
（
理
数
選
抜
第
１
回
） 

行
宗
蒼
一
『
勉
強
っ
て
い
や
い
や
す
る
も
の
？
』
星
野
学
園
（
進
学
第
２
回
） 

好
井
浩
昭
『「
今
、
こ
こ
」
か
ら
考
え
る
社
会
学
』
大
妻
嵐
山
① 

吉
川 

洋
『
人
口
と
日
本
経
済
』
江
戸
川
学
園
取
手
２
回 

吉
田
篤
弘
『
京
都
で
考
え
た
』
桐
朋
二
回 

吉
田
夏
彦
『
な
ぜ
と
問
う
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
』
開
智
（
未
来
・
未
来
選
抜
Ｂ
） 

ロ
ジ
ャ
ー
・
パ
ル
パ
ー
ス
『
驚
く
べ
き
日
本
語
』
青
山
学
院
横
浜
英
和
Ｂ 

ロ
メ
オ
・
ダ
レ
ー
ル
『
な
ぜ
、
世
界
は
ル
ワ
ン
ダ
を
教
え
な
か
っ
た
の
か
』
芝
一
回 

脇 

明
子
『
読
む
力
は
生
き
る
力
』
富
士
見
一
回 

鷲
谷
い
ず
み
『
さ
と
や
ま
』
開
智
・
先
端
Ｂ 

若
田
行
一
『
続
け
る
力
』
佐
久
長
聖
（
東
京
②
） 

渡
邊
格
『
田
舎
の
パ
ン
屋
が
見
つ
け
た
「
腐
る
経
済
」
』
世
田
谷
学
園
一
次 

渡
辺
一
夫
『
素
敵
な
石
こ
ろ
の
見
つ
け
方
』
大
妻
二
回 

渡
辺
淳
一
『
読
書
に
つ
い
て 

断
片
的
に
』
西
武
学
園
文
理
特
選
・
一
貫
② 

  

【
文
学
的
文
章
】
（
物
語
・
随
筆
・
紀
行
文
） 

相
沢
沙
呼
『
雨
の
降
る
日
は
学
校
に
行
か
な
い
』
「
ね
え
、
卵
の
殻
が
付
い
て
い
る
」
芝
一
回 

赤
澤
竜
也
『
吹
部
！
』
春
日
部
共
栄
①
午
前 

芥
川
龍
之
介
「
白
」
清
泉
女
学
院
二
回 

朱
川
湊
人
『
凍
蝶
』
大
宮
開
成
（
特
待
生
選
抜
） 

麻
宮
ゆ
り
子
『
碧
と
花
電
車
の
街
』
國
學
院
久
我
山
一
回
午
前 

有
川 

浩
『
ア
ン
マ
ー
と
ぼ
く
ら
』
埼
玉
栄 

第
１
回
午
前 

有
川 

浩
『
ク
ジ
ラ
の
彼
』
埼
玉
栄 

第
３
回 

有
川 

浩
『
明
日
の
子
供
た
ち
』
早
稲
田
一
回 

有
島
武
郎
『
一
房
の
葡
萄
』
星
野
学
園
（
進
学
第
２
回
） 

有
吉
玉
青
『
ソ
ボ
ち
ゃ
ん 

い
ち
ば
ん
好
き
な
人
の
こ
と
』
共
立
女
子
（
２
／
２
） 

ア
ル
ト
ゥ
ー
ロ
・
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
テ
『
灯
台
』
慶
應
義
塾
普
通
部 

安
東
み
き
え
『
満
月
の
娘
た
ち
』
専
大
松
戸
（
第
二
回
） 

安
東
み
き
え
『
天
の
シ
ー
ソ
ー
』
麻
布 

安
藤
祐
介
『
本
の
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
』
江
戸
川
学
園
取
手
１
回 

石
井
桃
子
『
近
い
時
計
屋
と
遠
い
時
計
屋
』
東
邦
大
附
属
東
邦
（
後
期
） 

石
川
宏
千
花
『
少
年
Ｎ
の
長
い
長
い
旅
』
埼
玉
栄 

第
２
回
午
前 

石
井
睦
美
『
連
帯
の
メ
ー
ル
を
送
る
』
豊
島
岡
女
子
一
回 

石
田 

千
『
み
ど
り
ち
ゃ
ん
の
友
だ
ち
』
東
邦
大
附
属
東
邦
（
推
薦
・
帰
国
生
） 



伊
集
院
静
『
切
子
屋
』
逗
子
開
成
二
回 

泉
ゆ
た
か
『
お
師
匠
さ
ま
、
整
い
ま
し
た
』
早
稲
田
佐
賀
Ａ 

乾 

ル
カ
『
花
が
咲
く
と
き
』
浦
和
実
業 

第
１
回
午
前 

井
上 

靖
『
し
ろ
ば
ん
ば
』
開
智
・
先
端
特
待 

今
井
恭
子
『
ぼ
く
の
わ
が
ま
ま
宣
言
！
』
明
大
付
属
中
野
一
回 

今
江
祥
智
『
雪
の
帽
子
』
盛
岡
白
百
合
（
首
都
圏
） 

岩
城
け
い
『M

asato

』 

渋
谷
教
育
幕
張 

二
次 

岩
瀬
成
子
『
地
図
を
広
げ
て
』
愛
光
・
学
習
院
女
子
Ａ 

上
野
哲
也
『
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
空
で
』
鎌
倉
学
園
２
次 

魚
住
直
子
『
ク
マ
の
あ
た
り
ま
え
』
東
京
都
市
大
付
属
一
回 

梅
崎
春
生
「
魚
の
餌
」
フ
ェ
リ
ス 

大
山
淳
子
『
あ
ず
か
り
や
さ
ん
』
慶
應
湘
南
藤
沢 

岡
野
薫
子
『
桃
花
片
』
東
京
女
学
館
１
回 

小
川 

糸
『
つ
ば
さ
の
お
く
り
も
の
』
春
日
部
共
栄
①
午
後 

小
川 

糸
『
キ
ラ
キ
ラ
共
和
国
』
桐
朋
一
回 

小
川
洋
子
『
キ
リ
コ
さ
ん
の
失
敗
』
埼
玉
栄 

第
４
回 

小
川
洋
子 

「
か
わ
い
そ
う
な
こ
と
」
立
教
新
座 

荻
原
浩
『
空
は
今
日
も
ス
カ
イ
』
開
成 

奥
田
亜
希
子
『
ク
レ
イ
ジ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
ビ
ッ
ト
』
ラ
・
サ
ー
ル 

小
野
寺
史
宣
『
梅
雨
明
け
ヤ
ジ
オ
』
浦
和
明
の
星
女
子
一
回 

恩
田 

陸
『
蜜
蜂
と
遠
雷
』
栄
東
（
東
大
選
抜
Ⅰ
） 

恩
田 

陸
『
夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
』
星
野
学
園
（
総
合
選
抜
） 

角
田
光
代
「
ラ
ン
ド
セ
ル
」
中
央
大
学
附
属
一
回 

梶
井
基
次
郎
「
矛
盾
の
様
な
真
実
」
西
大
和
学
園
（
県
外
） 

桂 

望
実
『
ボ
ー
イ
ズ
・
ビ
ー
』
茗
渓
学
園
推
薦 

門
井
慶
喜
『
銀
河
鉄
道
の
父
』
本
郷
一
回 

川
上
未
映
子
『
あ
こ
が
れ
』
成
蹊
一
回 

河
崎
秋
子
『
頸
、
冷
え
る
』
東
邦
大
附
属
東
邦
（
前
期
） 

菊
池 

寛
『
マ
ス
ク
』
東
邦
大
附
属
東
邦
（
後
期
） 

菊
池 

寛
『
弁
財
天
の
使
』
開
智
・
先
端
Ｂ 

如
月
か
ず
さ
『
給
食
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
』
國
學
院
久
我
山
（
２
回
） 

如
月
か
ず
さ
「
マ
ー
ボ
ー
豆
腐
」
（
『
飛
ぶ
教
室
４
７
号
』）
栄
東
Ｂ
日
程 

喜
多
川
泰
『
君
と
会
え
た
か
ら
』
麗
澤
（
第
一
回
） 

久
保
寺
健
彦
『
青
少
年
の
た
め
の
小
説
入
門
』
サ
レ
ジ
オ
学
院 

薫
く
み
こ
『
ぜ
ん
ぶ
夏
の
こ
と
』
埼
玉
栄 

第
２
回
午
後 

ケ
ス
ト
ナ
ー
『
飛
ぶ
教
室
』
穎
明
館
① 

神
津
カ
ン
ナ
『
冷
蔵
庫
が
壊
れ
た
日
』
灘
二
日
目 

小
島
陽
太
郎
『
ぼ
く
の
と
な
り
に
き
み
』
暁
星 

小
手
鞠
る
い
『
心
の
森
』
宮
崎
日
本
大
（
前
期
） 

こ
ま
つ
あ
や
こ
『
リ
マ
・
ト
ゥ
ジ
ュ
・
リ
マ
・
ト
ゥ
ジ
ュ
・
ト
ゥ
ジ
ュ
』
栄
光
学
園
・
海
城
（
一
般
①
）・
桐
朋
二
回
・
鎌
倉
女
学
院
二
次 

是
枝
裕
和
『
万
引
き
家
族
』
高
輪
Ａ 

近
藤
史
恵
『
さ
い
ご
の
毛
布
』
聖
光
学
院
一
回 

佐
川
光
晴
『
大
き
く
な
る
日
』
青
山
学
院 

さ
だ
ま
さ
し
『
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
食
べ
た
か
っ
！
』
獨
協
埼
玉
一
回 

佐
藤
多
佳
子
『
サ
マ
ー
タ
イ
ム
』
星
野
学
園
（
理
数
選
抜
第
１
回
） 

佐
藤
ま
ど
か
『
一
〇
五
度
』
浦
和
実
業
第
１
回
午
後
・
城
北
一
回
・
横
浜
共
立 

重
松 

清
『
デ
ン
チ
ュ
ウ
さ
ん
の
傘
』
埼
玉
栄 

第
１
回
午
後 



重
松 

清
『
南
小
、
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
』
武
南
①
午
前 

下
村
湖
人
『
論
語
物
語
』
麗
澤
（
第
二
回
） 

白
岩 

玄
『
世
界
の
す
べ
て
の
さ
よ
な
ら
』
昭
和
学
院
秀
英
（
１
回
） 

杉
本
り
え
『
１
０
０
年
の
木
の
下
で
』
香
蘭
女
学
校 

鈴
木
る
り
か
『
さ
よ
な
ら
、
田
中
さ
ん
』
桐
光
学
園
（
一
回
） 

須
賀
敦
子
『
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
の
笛
』
市
川
① 

瀬
尾
ま
い
こ
『
そ
し
て
、
バ
ト
ン
は
渡
さ
れ
た
』
開
智
・
未
来
・
未
来
選
抜
Ａ 

瀬
戸
内
寂
聴
『
青
い
花
』
横
浜
雙
葉 

高
田
由
紀
子
『
君
だ
け
の
シ
ネ
マ
』
岡
山
白
陵 

高
楼
方
子
『
時
計
坂
の
家
』
清
泉
女
学
院
一
回 

高
橋
弘
希
『
送
り
火
』
浅
野 

瀧
羽
麻
子
『
あ
り
え
な
い
ほ
ど
う
る
さ
い
オ
ル
ゴ
ー
ル
』
淑
徳
与
野
一
回
・
栄
東
（
東
大
選
抜
Ⅱ
）・
立
教
女
学
院 

田
口
ラ
ン
デ
ィ
『
リ
ク
と
白
の
王
国
』
湘
南
白
百
合 

田
中
彩
子
『
天
狗
ノ
オ
ト
』
茗
渓
学
園
① 

知
野
み
さ
き
『
鈴
の
神
さ
ま
』
洗
足
学
園
一
回 

辻 

仁
成
『
そ
こ
に
君
が
い
た
』
青
雲 

辻
村
深
月
『
青
空
と
逃
げ
る
』
大
妻
二
回
・
渋
谷
教
育
渋
谷
３
回 

辻
村
深
月
『
島
は
ぼ
く
ら
と
』
獨
協
埼
玉
二
回 

辻
村
深
月
『
家
族
シ
ア
タ
ー
』
中
央
大
学
附
属
横
浜
二
回
・
大
妻
嵐
山
①
・
頌
栄
女
子
学
院
一
回 

辻
村
深
月
『
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
』
宮
崎
日
本
大
（
首
都
圏
） 

辻
村
深
月
『
サ
ク
ラ
咲
く
』
早
稲
田
二
回
・
鎌
倉
女
学
院
一
次 

徳
田
秋
声
『
初
奉
公
』
攻
玉
社
一
回 

豊
島
ミ
ホ
『
夜
の
朝
顔
』
獨
協
埼
玉
三
回 

戸
森
し
る
こ
『
夏
と
百
花
と
カ
ル
ピ
ス
と
』
駒
場
東
邦 

ド
リ
ア
ン
助
川
「
台
風
の
あ
と
で
」（
『
多
摩
川
物
語
』
）
東
洋
英
和
女
学
院
Ａ
・
帰
国
生 

中
島
た
い
子
『
が
っ
か
り
行
進
曲
』
逗
子
開
成
三
回 

中
田
永
一
『
く
ち
び
る
に
歌
を
』
大
宮
開
成
【
英
数
特
科
コ
ー
ス
】 

中
田
永
一
『
宗
像
く
ん
と
万
年
筆
事
件
』
西
武
学
園
文
理
特
選
・
一
貫
① 

中
脇
初
枝
『
神
に
守
ら
れ
た
島
』
武
蔵
・
桜
蔭 

梨
屋
ア
リ
エ
『
キ
ズ
ナ
キ
ス
』
春
日
部
共
栄
③ 

夏
川
草
介
「
五
月
の
贈
り
物
」
女
子
学
院 

新
美
南
吉
「
花
の
き
村
と
盗
人
た
ち
」
芝
浦
工
大
柏
二
回 

西
加
奈
子
『
お
ま
じ
な
い
』
大
妻
一
回
・
佐
久
長
聖
（
東
京
②
）・
品
川
女
子
学
院
一
回 

に
し
が
き
よ
う
こ
『
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ 

風
の
歌
声
』
弘
学
館 

似
鳥 

鶏
『
午
後
か
ら
は
ワ
ニ
日
和
』
開
智
１
回 

額
賀 

澪
『
風
に
恋
う
』
開
智
・
未
来
① 

額
賀
澪
『
完
パ
ケ
！
』
聖
光
学
院
二
回 

橋
本 

紡
「
永
代
橋
」（
『
い
つ
か
の
き
み
へ
』）
栄
東
Ａ
日
程 

馳 

星
周
『
雨
降
る
森
の
犬
』
開
智
・
未
来
・
未
来
選
抜
Ｂ 

濱
野
京
子
『
そ
の
角
を
曲
が
れ
ば
』
神
奈
川
大
附
属
Ａ 

葉
室 

麟
『
さ
わ
ら
び
の
譜
』
江
戸
川
学
園
取
手
２
回 

原
田
マ
ハ
『
で
ー
れ
ー
ガ
ー
ル
ズ
』
武
南
①
午
後 

原
田
マ
ハ
『
リ
ー
チ
先
生
』
光
塩
女
子
二
回 

東 

直
子
『
い
と
の
森
の
家
』
西
南
学
院 

藤
岡
陽
子
『
手
の
ひ
ら
の
音
符
』
中
央
大
学
附
属
横
浜
一
回 

藤
岡
陽
子
『
い
つ
ま
で
も
白
い
羽
根
』
吉
祥
女
子
一
回 

藤
野
恵
美
『
シ
ョ
コ
ラ
テ
ィ
エ
』
大
妻
三
回 



藤
原
新
也
『
名
前
の
な
い
花
』
白
百
合
学
園
（
一
般
） 

舟
崎
克
彦
『
雨
の
動
物
園
』
芝
二
回 

星 

新
一
『
ボ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
』
公
文
国
際
Ａ 

堀
江
敏
行
『
な
ず
な
』
渋
谷
教
育
渋
谷
２
回 

堀
米 

薫
『
林
業
少
年
』
普
連
土
学
園
一
回 

本
田
有
明
『
メ
ロ
ン
に
付
い
て
い
た
手
紙
』
学
習
院
中
等
科
二
回 

松
浦
寿
輝
『
川
の
光
』
東
京
女
学
館
４
回 

水
口
博
也
『
世
界
の
海
へ
、
シ
ャ
チ
を
追
え
！
』
大
妻
三
回 

光
野 

桃
『
実
り
の
庭
』
日
本
女
子
大
附
属
一
回 

美
奈
川
護
『
弾
丸
ス
タ
ン
ト
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
』
神
奈
川
大
附
属
Ｂ 

宮
澤
賢
治
「
ク
ン
ね
ず
み
」
芝
浦
工
大
柏
一
回 

宮
下 

聰
『
中
学
生
に
な
っ
た
ら
』
穎
明
館
① 

宮
下
奈
都
『
よ
ろ
こ
び
の
歌
』
公
文
国
際
Ｂ 

宮
下
奈
都
『
つ
ぼ
み
』
青
山
学
院
横
浜
英
和
Ｂ 

宮
下
奈
都
『
ふ
た
つ
の
し
る
し
』
星
野
学
園
（
進
学
第
１
回
） 

室
生
犀
星
『
幼
年
時
代
』
西
武
学
園
文
理
特
選
・
一
貫
② 

村
上
春
樹
『
職
業
と
し
て
の
小
説
家
』
浅
野 

村
山
早
紀
『
百
貨
の
魔
法
』
岡
山
Ｂ 

群
よ
う
こ
『
豪
快
一
路
で
花
開
け
』
逗
子
開
成
一
回 

森 

絵
都
『
ク
ラ
ス
メ
イ
ツ
』
青
山
学
院
横
浜
英
和
Ａ
・
桐
光
学
園
（
二
回
）
・
星
野
学
園
（
理
数
選
抜
第
２
回
） 

森 

絵
都
『
子
供
は
眠
る
』
城
北
埼
玉
二
回 

森 

浩
美
『
家
族
ず
っ
と
』
昭
和
学
院
秀
英
（
３
回
） 

森
沢
明
夫
『
ヒ
カ
ル
の
卵
』
昭
和
学
院
秀
英
（
２
回
） 

森
谷
明
子
『
南
風
吹
く
』
春
日
部
共
栄
②
午
前 

森
埜
こ
み
ち
『
わ
た
し
の
空
と
五
・
七
・
五
』
鷗
友
学
園
女
子
１
回 

安
田
夏
菜
『
レ
イ
さ
ん
と
い
た
夏
』
富
士
見
一
回 

八
束
澄
子
『
ぼ
く
ら
の
山
の
学
校
』
筑
波
大
附
属 

椰
月
美
智
子
『
し
ず
か
な
日
々
』
鎌
倉
学
園
１
次 

山
田
詠
美
『
ぼ
く
は
勉
強
が
で
き
な
い
』
西
大
和
学
園
（
県
内
） 

山
田
太
一
『
夕
暮
れ
の
時
間
に
』
早
稲
田
二
回 

山
本
悦
子
『
犬
が
す
き
な
ぼ
く
と
お
じ
さ
ん
と
シ
ロ
』
学
習
院
女
子
（
帰
国
生
） 

唯
川 

恵
『
淳
子
の
て
っ
ぺ
ん
』
春
日
部
共
栄
②
午
後
・
専
大
松
戸
（
第
一
回
） 

横
沢 

彰
『
ナ
イ
ス
キ
ャ
ッ
チ
！ 

Ⅲ
』
佐
久
長
聖
（
東
京
①
） 

吉
田
篤
弘
『
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
着
た
犬
』
開
智
・
先
端
Å 

吉
村 

康
『
父
の
列
車
』
鎌
倉
学
園
３
次 

吉
屋
信
子
『
鈴
蘭
』
早
稲
田
学
院 

若
竹
千
佐
子
『
お
ら
お
ら
で
ひ
と
り
で
い
ぐ
も
』
渋
谷
教
育
幕
張
一
次 

  

【
詩
・
短
歌
・
俳
句
】
（
解
説
文
を
含
む
詩
歌
の
出
題
も
こ
ち
ら
に
分
類
） 

岡
島
弘
子 

詩
「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
と
刺
繍
」
灘
二
日
目 

白
井
明
大
『
一
日
の
言
葉 

一
生
の
言
葉 

旧
暦
で
め
ぐ
る
美
し
い
日
本
語
』(

俳
句) 

大
妻
一
回 

財
部
鳥
子 

詩
『
水
と
モ
ン
ゴ
ル
』
共
立
女
子
（
２
／
２
） 

谷
川
俊
太
郎 

 

詩
「
祝
婚
」
青
山
学
院 

日
本
短
歌
総
研
『
誰
に
も
聞
け
な
い
短
歌
の
技
法
Ｑ
＆
Ａ
』
大
妻
二
回 

花
森
安
治 

詩
『
灯
を
と
も
す
言
葉
』
共
立
女
子
（
２
／
１
） 

穂
村
弘
・
堀
本
祐
樹
『
短
歌
と
俳
句
の
五
十
番
勝
負
』
大
妻
三
回 



三
好
達
治 

詩
三
編
（
「
土
」
「
信
号
」
「
チ
ュ
ー-

リ
ッ
プ
」
）
東
京
都
市
大
付
属
一
回 

吉
野 
弘 

詩
「
夕
焼
け
」
佐
久
長
聖
（
東
京
②
） 

童
謡
の
歌
詞
『
鯉
の
ぼ
り
』
雙
葉 

俳
句
（
１
２
句
）
灘
一
日
目 

 



２
０
１
９
年 

学
校
別
・
中
学
入
試
出
典
一
覧 

【
共
学
校
】 

愛
光 

橋
爪
大
三
郎
『
正
し
い
本
の
読
み
方
』 

岩
瀬
成
子
『
地
図
を
広
げ
て
』 

 

青
山
学
院 

谷
川
俊
太
郎 

 

詩
「
祝
婚
」 

福
岡
伸
一
『
新
版 

動
的
平
衡
』 

榎
本
博
明
『「
す
み
ま
せ
ん
」
の
国
』 

佐
川
光
晴
『
大
き
く
な
る
日
』 

 

青
山
学
院
横
浜
英
和
Ａ 

小
川
洋
子
『
物
語
の
役
割
』 

稲
垣
栄
洋
『
雑
草
は
な
ぜ
そ
こ
に
生
え
て
い
る
の
か
』 

森 

絵
都
『
ク
ラ
ス
メ
イ
ツ 

後
期
』 

青
山
学
院
横
浜
英
和
Ｂ 

川
井
龍
介
『
社
会
を
生
き
る
た
め
の
教
科
書
』 

ロ
ジ
ャ
ー
・
パ
ル
パ
ー
ス
『
驚
く
べ
き
日
本
語
』 

宮
下
奈
都
『
つ
ぼ
み
』 

 

市
川
① 

鈴
木 

透
『
ス
ポ
ー
ツ
国
家
ア
メ
リ
カ
』 

須
賀
敦
子
『
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
の
笛
』 

 

浦
和
実
業 

第
１
回
午
前 

野
矢
茂
樹
『
語
り
え
ぬ
も
の
を
語
る
』 

乾 

ル
カ
『
花
が
咲
く
と
き
』 

浦
和
実
業 

第
１
回
午
後 

稲
垣
栄
洋
『
雑
草
は
な
ぜ
そ
こ
に
生
え
て
い
る
の
か
』 

佐
藤
な
ど
か
『
一
〇
五
度
』 

 

穎
明
館
① 

ケ
ス
ト
ナ
ー
『
飛
ぶ
教
室
』 

宮
下 

聰
『
中
学
生
に
な
っ
た
ら
』 

 

江
戸
川
学
園
取
手
１
回 

安
藤
祐
介
『
本
の
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
』 

佐
藤
友
亮
『
身
体
知
性 

医
師
が
見
つ
け
た
身
体
と
感
情
の
深
い
つ

な
が
り
』 

瀧
野
隆
浩
『
こ
れ
か
ら
の
「
葬
儀
」
の
話
を
し
よ
う
』 

江
戸
川
学
園
取
手
２
回 

葉
室
麟
『
さ
わ
ら
び
の
譜
』 

井
上
史
雄
『
新
・
敬
語
論 

な
ぜ
「
乱
れ
る
」
の
か
』 

吉
川 

洋
『
人
口
と
日
本
経
済
』 

 

大
宮
開
成
【
英
数
特
科
コ
ー
ス
】 

工
藤
和
男
『
く
ら
し
を
立
て
る
』 

中
田
永
一
『
く
ち
び
る
に
歌
を
』 

大
宮
開
成
（
特
待
生
選
抜
） 

※
円
グ
ラ
フ
（
ス
マ
ホ
所
持
率
）
か
ら
読
み
取
り
問
題
。 

辻 

信
一
『
弱
虫
で
い
い
ん
だ
よ
』 

朱
川
湊
人
『
凍
蝶
』 

 

岡
山
Ｂ 

谷
岡
一
郎
『
デ
ー
タ
は
ウ
ソ
を
つ
く
』 

村
山
早
紀
『
百
貨
の
魔
法
』 

 

岡
山
白
陵 

高
田
由
紀
子
『
君
だ
け
の
シ
ネ
マ
』 

更
科
功
『
絶
滅
の
人
類
史 

な
ぜ
「
私
た
ち
」
が
生
き
延
び
た
の
か
』 

 
開
智
１
回 

伊
藤
公
一
朗
『
デ
ー
タ
分
析
の
力
』 

似
鳥 
鶏
『
午
後
か
ら
は
ワ
ニ
日
和
』 

開
智
・
先
端
Å 

斎
藤 

孝
『
読
書
力
』 

吉
田
篤
弘
『
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
着
た
犬
』 

開
智
・
先
端
Ｂ 

鷲
谷
い
ず
み
『
さ
と
や
ま
』 

菊
池 

寛
『
弁
財
天
の
使
』 

開
智
・
先
端
特
待 

萱
野
稔
人
『
社
会
の
し
く
み
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
る
哲
学
入
門
』 

井
上 

靖
『
し
ろ
ば
ん
ば
』 

開
智
・
未
来
・
未
来
選
抜
Ａ  

萩
原
さ
ち
こ
『
図
説
・
戦
う
城
の
科
学
』 

瀬
尾
ま
い
こ
『
そ
し
て
、
バ
ト
ン
は
渡
さ
れ
た
』 

開
智
・
未
来
・
未
来
選
抜
Ｂ 

吉
田
夏
彦
『
な
ぜ
と
問
う
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
』 

馳 

星
周
『
雨
降
る
森
の
犬
』 

開
智
・
未
来
① 

稲
垣
栄
洋
『
雑
草
は
な
ぜ
そ
こ
に
生
え
て
い
る
の
か
』 

額
賀 

澪
『
風
に
恋
う
』 

 

春
日
部
共
栄
①
午
前 

真
田
信
治
『
方
言
は
気
持
ち
を
伝
え
る
』 

赤
澤
竜
也
『
吹
部
！
』 

春
日
部
共
栄
①
午
後 

茂
木
健
一
郎
『
化
粧
す
る
脳
』 

小
川 

糸
『
つ
ば
さ
の
お
く
り
も
の
』 

春
日
部
共
栄
②
午
前 

斎
藤 

環
『
つ
な
が
る
こ
と
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
』 

森
谷
明
子
『
南
風
吹
く
』 

春
日
部
共
栄
②
午
後 



池
谷
裕
二
『
で
き
な
い
脳
ほ
ど
自
信
過
剰
』 

唯
川 
恵
『
淳
子
の
て
っ
ぺ
ん
』 

春
日
部
共
栄
③ 

中
村
桂
子
『
い
の
ち
愛
づ
る
生
命
誌
』 

梨
屋
ア
リ
エ
『
キ
ズ
ナ
キ
ス
』 

 

神
奈
川
大
附
属
Ａ 

河
野
哲
也
『「
こ
ど
も
哲
学
」
で
対
話
力
と
思
考
力
を
育
て
る
』 

濱
野
京
子
『
そ
の
角
を
曲
が
れ
ば
』 

神
奈
川
大
附
属
Ｂ 

榎
本
博
明
『〈
ほ
ん
と
う
の
自
分
〉
の
つ
く
り
方
』 

美
奈
川
護
『
弾
丸
ス
タ
ン
ト
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
』 

 

公
文
国
際
Ａ 

森 

毅
『
ま
ち
が
っ
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
か
』 

星 

新
一
『
ボ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
』 

公
文
国
際
Ｂ 

宮
下
奈
都
『
よ
ろ
こ
び
の
歌
』 

稲
垣
栄
洋
『
植
物
は
な
ぜ
動
か
な
い
の
か
』 

 

慶
應
義
塾
中
等
部 

文
（
不
明
） 

 

慶
應
湘
南
藤
沢 

鈴
木
紀
之
『
す
ご
い
進
化
』 

大
山
淳
子
『
あ
ず
か
り
や
さ
ん
』 

 

弘
学
館 

岩
井
克
人
『
お
カ
ネ
と
コ
ト
バ
と
人
間
社
会
』 

に
し
が
き
よ
う
こ
『
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ 

風
の
歌
声
』 

 

國
學
院
久
我
山
一
回
午
前 

井
田
徹
治
『
生
物
多
様
性
と
は
何
か
』 

麻
宮
ゆ
り
子
『
碧
と
花
電
車
の
街
』 

國
學
院
久
我
山
（
２
回
） 

大
竹
文
雄
『
競
争
社
会
の
歩
き
方
』 

如
月
か
ず
さ
『
給
食
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
』 

 

埼
玉
栄 

第
１
回
午
前 

く
ご
う
え
り
『
だ
れ
も
が
使
え
る
も
の
づ
く
り
』 

有
川 

浩
『
ア
ン
マ
ー
と
ぼ
く
ら
』 

埼
玉
栄 

第
１
回
午
後 

田
中
俊
之
『
男
が
つ
ら
い
よ 

絶
望
の
時
代
の
希
望
の
男
性
学
』 

重
松 

清
『
デ
ン
チ
ュ
ウ
さ
ん
の
傘
』 

埼
玉
栄 

第
２
回
午
前 

森 

博
嗣
『
集
中
力
は
い
ら
な
い
』 

石
川
宏
千
花
『
少
年
Ｎ
の
長
い
長
い
旅
』 

埼
玉
栄 

第
２
回
午
後 

泉
谷
玄
作
『
日
本
の
花
火
は
な
ぜ
世
界
一
な
の
か
』 

薫
く
み
こ
『
ぜ
ん
ぶ
夏
の
こ
と
』 

埼
玉
栄 

第
３
回 

門
脇
厚
司
『
子
供
の
社
会
力
』 

有
川 

浩
『
ク
ジ
ラ
の
彼
』 

埼
玉
栄 

第
４
回 

高
村
是
州
『
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ラ
イ
フ
の
楽
し
み
方
』 

小
川
洋
子
『
キ
リ
コ
さ
ん
の
失
敗
』 

 

栄
東
Ａ
日
程 

宇
根 

豊
『
農
は
過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ
』 

橋
本 

紡
「
永
代
橋
」（
『
い
つ
か
の
き
み
へ
』） 

栄
東
Ｂ
日
程 

清
水
義
範
『
行
儀
よ
く
し
ろ
。』 

如
月
か
ず
さ
「
マ
ー
ボ
ー
豆
腐
」
（
『
飛
ぶ
教
室
４
７
号
』） 

栄
東
（
東
大
選
抜
Ⅰ
） 

正
高
信
男
『
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
こ
こ
ろ
を
探
る
』 

恩
田 

陸
『
蜜
蜂
と
遠
雷
』 

栄
東
（
東
大
選
抜
Ⅱ
） 

樋
口
清
之
『
日
本
人
の
育
て
の
知
恵
』 

瀧
羽
麻
子
『
あ
り
え
な
い
ほ
ど
う
る
さ
い
オ
ル
ゴ
ー
ル
』 

 

佐
久
長
聖
（
東
京
①
） 

佐
藤 

卓
『
塑
す
る
思
考
』 

横
沢 

彰
『
ナ
イ
ス
キ
ャ
ッ
チ
！ 

Ⅲ
』 

森
田
良
行
『
気
持
ち
を
表
す
「
基
礎
日
本
語
辞
典
」』 

佐
久
長
聖
（
東
京
②
） 

若
田
行
一
『
続
け
る
力
』 

西
加
奈
子
『
お
ま
じ
な
い
』 

吉
野 

弘 

詩
「
夕
焼
け
」 

 

芝
浦
工
大
柏
一
回 

宮
澤
賢
治
「
ク
ン
ね
ず
み
」 

橋
爪
大
三
郎
『
面
白
く
て
眠
れ
な
く
な
る
社
会
学
』 

芝
浦
工
大
柏
二
回 

新
美
南
吉
「
花
の
き
村
と
盗
人
た
ち
」 

森 

博
嗣
『
孤
独
の
価
値
』 

 

渋
谷
教
育
渋
谷
１
回 

保
坂
和
志
『
生
き
る
歓
び
』 

最
上
敏
樹
『
い
ま
平
和
と
は
』 

渋
谷
教
育
渋
谷
２
回 

堀
江
敏
行
『
な
ず
な
』 

國
分
功
一
郎
『
中
動
態
の
世
界 

意
志
と
責
任
の
考
古
学
』 

渋
谷
教
育
渋
谷
３
回 

辻
村
深
月
『
青
空
と
逃
げ
る
』 



福
岡
伸
一
『
新
版 

動
的
平
衡
』 

 

渋
谷
教
育
幕
張 

一
次 

寺
田
寅
彦
『
天
国
と
国
防
』 

若
竹
千
佐
子
『
お
ら
お
ら
で
ひ
と
り
で
い
ぐ
も
』 

渋
谷
教
育
幕
張 

二
次 

青
木 

淳
『
原
っ
ぱ
遊
園
地
』 

岩
城
け
い
『M

asato

』』 
 

昭
和
学
院
秀
英
（
１
回
） 

岡
田
美
智
男
『
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
の
思
考
』 

白
岩 

玄
『
世
界
の
す
べ
て
の
さ
よ
な
ら
』 

昭
和
学
院
秀
英
（
２
回
） 

生
源
寺
眞
一
『
農
学
が
世
界
を
救
う
』 

森
沢
明
夫
『
ヒ
カ
ル
の
卵
』 

昭
和
学
院
秀
英
（
３
回
） 

鄭 

雄
一
『
東
大
理
系
教
授
が
考
え
る
道
徳
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
』 

森 

浩
美
『
家
族
ず
っ
と
』 

 

青
雲 

宇
根 

豊
『
農
は
過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ
』 

辻 

仁
成
『
そ
こ
に
君
が
い
た
』 

松
村
圭
一
郎
『
う
し
ろ
め
た
さ
の
人
類
学
』 

 

成
蹊
一
回 

川
上
未
映
子
『
あ
こ
が
れ
』 

橋
本 

治
『
ち
ゃ
ん
と
話
す
た
め
の
敬
語
の
本
』 

 

西
南
学
院 

東 

直
子
『
い
と
の
森
の
家
』 

汐
見
稔
幸
『
人
生
を
豊
か
に
す
る
学
び
方
』 

 

西
武
学
園
文
理
特
選
・
一
貫
① 

小
浜
逸
郎
『「
弱
者
」
と
は
だ
れ
か
』 

中
田
永
一
『
宗
像
く
ん
と
万
年
筆
事
件
』 

西
武
学
園
文
理
特
選
・
一
貫
② 

渡
辺
淳
一
『
読
書
に
つ
い
て 

断
片
的
に
』 

室
生
犀
星
『
幼
年
時
代
』 

 

専
大
松
戸
（
第
一
回
）
※
春
日
部
と
同
じ 

唯
川 

恵
『
淳
子
の
て
っ
ぺ
ん
』 

池
谷
裕
二
『
で
き
な
い
脳
ほ
ど
自
信
過
剰
』 

専
大
松
戸
（
第
二
回
） 

安
東
み
き
え
『
満
月
の
娘
た
ち
』 

斎
藤 

孝
『
ま
ね
る
力 

模
倣
こ
そ
が
想
像
で
あ
る
』 

 

中
央
大
学
附
属
一
回 

角
田
光
代
「
ラ
ン
ド
セ
ル
」 

椹
木
野
衣
『
感
性
は
感
動
し
な
い 

美
術
の
見
方
・
批
評
の
方
法
』 

 

中
央
大
学
附
属
横
浜
一
回 

柏
木 

博
『「
し
き
り
」
の
文
化
論
』 

藤
岡
陽
子
『
手
の
ひ
ら
の
音
符
』 

中
央
大
学
附
属
横
浜
二
回 

菅
野 

仁
『
友
だ
ち
幻
想
』 

辻
村
深
月
『
家
族
シ
ア
タ
ー
』』 

 

筑
波
大
附
属 

八
束
澄
子
『
ぼ
く
ら
の
山
の
学
校
』 

田
中 

修
『
植
物
の
ひ
み
つ
』 

 

東
京
農
大
一
中
（
一
回
） 

森
山 

徹
『
モ
ノ
に
心
は
あ
る
の
か
』 

片
岡
一
竹
『
疾
風
怒
濤
精
神
分
析
入
門
』 

 

桐
光
学
園
（
一
回
） 

鈴
木
る
り
か
『
さ
よ
な
ら
、
田
中
さ
ん
』 

本
川
達
夫
『
生
き
物
は
円
柱
形
』 

桐
光
学
園
（
二
回
） 

森 

絵
都
『
ク
ラ
ス
メ
イ
ツ
（
前
期
）
』 

白
水 

智
『
古
文
書
は
い
か
に
歴
史
を
え
が
く
の
か
』 

 

東
邦
大
附
属
東
邦
（
推
薦
・
帰
国
生
） 

東
野
圭
吾
『
滅
び
る
も
の
は
滅
び
る
ま
ま
に
』
随
想 

石
田 

千
『
み
ど
り
ち
ゃ
ん
の
友
だ
ち
』 

東
邦
大
附
属
東
邦
（
前
期
） 

元
村
有
希
子
『
気
に
な
る
科
学
』 

河
崎
秋
子
『
頸
、
冷
え
る
』 

東
邦
大
附
属
東
邦
（
後
期
） 

石
井
桃
子
『
近
い
時
計
屋
と
遠
い
時
計
屋
』 

菊
池 

寛
『
マ
ス
ク
』 

 

獨
協
埼
玉
一
回 

今
福
龍
太
『
学
問
の
殻
を
破
る 

世
界
に
向
け
て
自
己
を
開
放
す
る

こ
と
』 

さ
だ
ま
さ
し
『
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
食
べ
た
か
っ
！
』 

獨
協
埼
玉
二
回 

辻
村
深
月
『
島
は
ぼ
く
ら
と
』 

加
藤
秀
俊
『
暮
ら
し
の
思
想
』 

獨
協
埼
玉
三
回 

豊
島
ミ
ホ
『
夜
の
朝
顔
』 

汐
見
稔
幸
『
人
生
を
豊
か
に
す
る
学
び
方
』 

 

西
大
和
学
園
（
県
内
） 



山
口 

周
『
武
器
に
な
る
科
学
』 

山
田
詠
美
『
ぼ
く
は
勉
強
が
で
き
な
い
』 

西
大
和
学
園
（
県
外
） 

内
田 

樹
『
先
生
は
え
ら
い
』 

梶
井
基
次
郎
「
矛
盾
の
様
な
真
実
」 

 

武
南
①
午
前 

重
松 

清
『
南
小
、
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
』 

姜
尚
中
『
君
に
伝
え
た
い
こ
と 

１
５
歳
の
レ
ッ
ス
ン
』 

武
南
①
午
後 

原
田
マ
ハ
『
で
ー
れ
ー
ガ
ー
ル
ズ
』 

福
島 

英
『
声
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』 

 

星
野
学
園
（
進
学
第
１
回
） 

高
槻
成
紀
『
動
物
を
守
り
た
い
君
へ
』 

宮
下
奈
都
『
ふ
た
つ
の
し
る
し
』 

星
野
学
園
（
進
学
第
２
回
） 

行
宗
蒼
一
『
勉
強
っ
て
い
や
い
や
す
る
も
の
？
』 

有
島
武
郎
『
一
房
の
葡
萄
』 

星
野
学
園
（
総
合
選
抜
） 

日
高
敏
隆
『
春
の
数
え
か
た
』 

恩
田 

陸
『
夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
』 

星
野
学
園
（
理
数
選
抜
第
１
回
） 

山
崎
広
子
『
声
の
サ
イ
エ
ン
ス
』 

佐
藤
多
佳
子
『
サ
マ
ー
タ
イ
ム
』 

星
野
学
園
（
理
数
選
抜
第
２
回
） 

菅
野 

仁
『
友
だ
ち
幻
想
』 

森 

絵
都
『
ク
ラ
ス
メ
イ
ツ
（
前
期
）
』 

 

宮
崎
日
本
大
（
首
都
圏
） 

辻
村
深
月
『
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
』 

福
岡
伸
一
『
生
物
と
無
生
物
の
間
』 

宮
崎
日
本
大
（
前
期
） 

小
手
鞠
る
い
『
心
の
森
』 

平
岩
時
雄
『
９
９
％
の
人
が
速
く
な
る
走
り
方
』 

 

茗
渓
学
園
① 

田
中
彩
子
『
天
狗
ノ
オ
ト
』 

河
合
雅
司
『
未
来
の
年
表
』 

茗
渓
学
園
推
薦 

桂 

望
実
『
ボ
ー
イ
ズ
・
ビ
ー
』 

佐
倉
総
・
古
田
ゆ
か
り
『
お
は
よ
う
か
ら
お
や
す
み
ま
で
の
科
学
』 

 

明
大
付
属
明
治
一
回 

加
藤
周
一
『
読
書
術
』 

明
大
付
属
明
治
二
回 

瀬
戸
賢
一
『
日
本
語
の
レ
ト
リ
ッ
ク
』 

 

麗
澤
（
第
一
回
） 

中
澤
二
朗
『
働
く
、
な
ぜ
』 

喜
多
川
泰
『
君
と
会
え
た
か
ら
』 

麗
澤
（
第
二
回
） 

汐
見
稔
幸
『
人
生
を
豊
か
に
す
る
学
び
方
』 

下
村
湖
人
『
論
語
物
語
』 

 

早
稲
田
佐
賀
Ａ 

山
口
真
美
『
自
分
の
顔
が
好
き
で
す
か
？
「
顔
」
の
心
理
学
』 

泉
ゆ
た
か
『
お
師
匠
さ
ま
、
整
い
ま
し
た
』 

 

【
男
子
校
】 

浅
野 

高
橋
弘
希
『
送
り
火
』 

村
上
春
樹
『
職
業
と
し
て
の
小
説
家
』 

 
麻
布 

安
東
み
き
え
『
天
の
シ
ー
ソ
ー
』 

 

栄
光
学
園 

山
崎
広
子
『
声
の
サ
イ
エ
ン
ス
』 

こ
ま
つ
あ
や
こ
『
リ
マ
・
ト
ゥ
ジ
ュ
・
リ
マ
・
ト
ゥ
ジ
ュ
・
ト
ゥ
ジ

ュ
』 

 

海
城
（
一
般
①
） 

こ
ま
つ
あ
や
こ
『
リ
マ
・
ト
ゥ
ジ
ュ
・
リ
マ
・
ト
ゥ
ジ
ュ
・
ト
ゥ
ジ

ュ
』 

斎
藤
亜
矢
『
要
、
不
要
』 

 

開
成 

荻
原
浩
『
空
は
今
日
も
ス
カ
イ
』 

松
村
圭
一
郎
『
う
し
ろ
め
た
さ
の
人
類
学
』 

 

学
習
院
中
等
科
二
回 

本
田
有
明
『
メ
ロ
ン
に
付
い
て
い
た
手
紙
』 

内
沼
晋
太
郎
『
こ
れ
か
ら
の
本
屋
読
本
』 

 

鎌
倉
学
園
１
次 

椰
月
美
智
子
『
し
ず
か
な
日
々
』 

外
山
滋
比
古
『
思
考
の
整
理
学
』 

鎌
倉
学
園
２
次 

上
野
哲
也
『
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
空
で
』 

杉
浦
明
平
『
雑
草
世
界
の
近
代
化
』 

鎌
倉
学
園
３
次 

吉
村 

康
『
父
の
列
車
』 

高
階
秀
爾
『
日
本
人
に
と
っ
て
美
し
さ
と
は
何
か
』 



 
暁
星 

小
島
陽
太
郎
『
ぼ
く
の
と
な
り
に
き
み
』 

 

慶
應
義
塾
普
通
部 

ア
ル
ト
ゥ
ー
ロ
・
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
テ
『
灯
台
』 

浅
田
次
郎
『
考
え
る
葦
』 

 

攻
玉
社
一
回 

徳
田
秋
声
『
初
奉
公
』 

加
藤
秀
俊
『
社
会
学 

わ
た
し
と
世
間
』 

 

駒
場
東
邦 

戸
森
し
る
こ
『
夏
と
百
花
と
カ
ル
ピ
ス
と
』 

 

サ
レ
ジ
オ
学
院 

椹
木
野
衣
『
感
性
は
感
動
し
な
い 

美
術
の
見
方
・
批
評
の
方
法
』 

久
保
寺
健
彦
『
青
少
年
の
た
め
の
小
説
入
門
』 

 

芝
一
回 

ロ
メ
オ
・
ダ
レ
ー
ル
『
な
ぜ
、
世
界
は
ル
ワ
ン
ダ
を
教
え
な
か
っ
た

の
か
』 

相
沢
沙
呼
『
雨
の
降
る
日
は
学
校
に
行
か
な
い
』
「
ね
え
、
卵
の
殻

が
付
い
て
い
る
」 

芝
二
回 

前
野
ウ
ル
ド
浩
太
郎
『
バ
ッ
タ
を
倒
し
に
ア
フ
リ
カ
へ
』 

舟
崎
克
彦
『
雨
の
動
物
園
』 

 

城
北
一
回 

長
文
物
語
１
題
の
み 

佐
藤
ま
ど
か
『
一
〇
五
度
』 

 

城
北
埼
玉
一
回 

斎
藤 

孝
『
コ
メ
ン
ト
力 

「
で
き
る
人
」
は
こ
こ
が
ち
が
う
』 

外
山
滋
比
古
『
「
マ
コ
ト
」
よ
り
「
ウ
ソ
」
の
法
則
』 

城
北
埼
玉
二
回 

稲
垣
栄
洋
『
雑
草
は
な
ぜ
そ
こ
に
生
え
て
い
る
の
か
』 

森 

絵
都
『
子
供
は
眠
る
』 

 

巣
鴨
第
Ⅰ
期 

井
田 

齊
『
魚
は
す
ご
い
』 

群
よ
う
こ
「
本
と
の
距
離
」 

 

逗
子
開
成
一
回 

杉
原
厚
吉
『
ス
ウ
ガ
ク
っ
て
、
な
ん
の
役
に
立
ち
ま
す
か
？
』 

群
よ
う
こ
『
豪
快
一
路
で
花
開
け
』 

逗
子
開
成
二
回 

外
山
滋
比
古
『
思
考
の
整
理
学
』 

伊
集
院
静
『
切
子
屋
』 

逗
子
開
成
三
回 

汐
見
稔
幸
『
人
生
を
豊
か
に
す
る
学
び
方
』 

中
島
た
い
子
『
が
っ
か
り
行
進
曲
』 

 

聖
光
学
院
一
回 

近
藤
史
恵
『
さ
い
ご
の
毛
布
』 

池
谷
裕
二
『
脳
に
は
妙
な
ク
セ
が
あ
る
』 

聖
光
学
院
二
回 

額
賀
澪
『
完
パ
ケ
！
』 

平
川
克
美
『
２
１
世
紀
の
楕
円
幻
想
論 

そ
の
日
暮
ら
し
の
哲
学
』 

 

世
田
谷
学
園
一
次 

渡
邊
格
『
田
舎
の
パ
ン
屋
が
見
つ
け
た
「
腐
る
経
済
」
』 

 
高
輪
Ａ 

谷
崎
潤
一
郎
『
文
章
読
本
』 

是
枝
裕
和
『
万
引
き
家
族
』 

 

東
京
都
市
大
付
属
一
回 

森 

博
嗣
『
読
書
の
価
値
』 

魚
住
直
子
『
ク
マ
の
あ
た
り
ま
え
』 

三
好
達
治 

詩
三
編
「
土
」「
信
号
」「
チ
ュ
ー-

リ
ッ
プ
」 

ほ
か
俳
句
二
句
・
短
歌
二
首 

 

桐
朋
一
回 

小
川 

糸
『
キ
ラ
キ
ラ
共
和
国
』 

か
こ
さ
と
し
『
未
来
の
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
へ
』 

桐
朋
二
回 

こ
ま
つ
あ
や
こ
『
リ
マ
・
ト
ゥ
ジ
ュ
・
リ
マ
・
ト
ゥ
ジ
ュ
・
ト
ゥ
ジ

ュ
』 

吉
田
篤
弘
『
京
都
で
考
え
た
』 

 

灘
一
日
目 

沢
木
耕
太
郎
『
銀
河
を
渡
る 

全
エ
ッ
セ
イ
』 

俳
句
（
１
２
句
） 

灘
二
日
目 

稲
垣
え
み
子
『
ア
フ
ロ
記
者
が
記
者
と
し
て
書
い
て
き
た
こ
と 

退

職
し
た
か
ら
書
け
た
こ
と
』 

神
津
カ
ン
ナ
『
冷
蔵
庫
が
壊
れ
た
日
』 

岡
島
弘
子 

詩
「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
と
刺
繍
」 

 

本
郷
一
回 

宮
内
泰
介
『
歩
く
、
見
る
、
聞
く 

人
び
と
の
自
然
再
生
』 

門
井
慶
喜
『
銀
河
鉄
道
の
父
』 

 

武
蔵 



中
脇
初
枝
『
神
に
守
ら
れ
た
島
』 

 

明
大
付
属
中
野
一
回 

今
井
恭
子
『
ぼ
く
の
わ
が
ま
ま
宣
言
！
』 

 

ラ
・
サ
ー
ル 

角
幡
唯
介
『
新
・
冒
険
論
』 

奥
田
亜
希
子
『
ク
レ
イ
ジ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
ビ
ッ
ト
』 

 

立
教
新
座 

岩
本
茂
樹
『
自
分
を
知
る
た
め
の
社
会
学
入
門
』 

小
川
洋
子 

「
か
わ
い
そ
う
な
こ
と
」 

 

早
稲
田
一
回 

有
川 

浩
『
明
日
の
子
供
た
ち
』 

森 

達
也
『
た
っ
た
ひ
と
つ
の
「
真
実
」
な
ん
て
な
い
』 

早
稲
田
二
回 

辻
村
深
月
『
サ
ク
ラ
咲
く
』 

山
田
太
一
『
夕
暮
れ
の
時
間
に
』 

 

早
稲
田
学
院 

中
村
桂
子
『
水
も
土
も
生
き
物
の
視
点
か
ら
』 

吉
屋
信
子
『
鈴
蘭
』 

 

【
女
子
校
】 

浦
和
明
の
星
女
子
一
回 

高
階
秀
爾
『
日
本
人
に
と
っ
て
美
し
さ
と
は
何
か
』 

小
野
寺
史
宣
『
梅
雨
明
け
ヤ
ジ
オ
』 

 

桜
蔭 

山
極
寿
一
『
ゴ
リ
ラ
か
ら
の
警
告 

人
間
社
会
、
こ
こ
が
お
か
し
い
』 

中
脇
初
枝
『
神
に
守
ら
れ
た
島
』 

 

鷗
友
学
園
女
子
１
回 

森
埜
こ
み
ち
『
わ
た
し
の
空
と
五
・
七
・
五
』 

鴻
巣
友
季
子
『
翻
訳
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
あ
の
名
作
を
訳
し
て
み
る
』 

 

大
妻
一
回 

西
加
奈
子
『
お
ま
じ
な
い
』 

稲
垣
栄
洋
『
雑
草
は
な
ぜ
そ
こ
に
生
え
て
い
る
の
か
』 

白
井
明
大
『
一
日
の
言
葉 

一
生
の
言
葉 

旧
暦
で
め
ぐ
る
美
し
い

日
本
語
』(

俳
句) 

大
妻
二
回 

辻
村
深
月
『
青
空
と
逃
げ
る
』 

渡
辺
一
夫
『
素
敵
な
石
こ
ろ
の
見
つ
け
方
』 

日
本
短
歌
総
研
『
誰
に
も
聞
け
な
い
短
歌
の
技
法
Ｑ
＆
Ａ
』 

大
妻
三
回 

藤
野
恵
美
『
シ
ョ
コ
ラ
テ
ィ
エ
』 

水
口
博
也
『
世
界
の
海
へ
、
シ
ャ
チ
を
追
え
！
』 

穂
村
弘
・
堀
本
祐
樹
『
短
歌
と
俳
句
の
五
十
番
勝
負
』 

 

大
妻
嵐
山
① 

好
井
浩
昭
『「
今
、
こ
こ
」
か
ら
考
え
る
社
会
学
』 

辻
村
深
月
『
家
族
シ
ア
タ
ー
』 

 

学
習
院
女
子
・
帰
国
生 

山
本
悦
子
『
犬
が
す
き
な
ぼ
く
と
お
じ
さ
ん
と
シ
ロ
』 

※
作
文
問
題
も
あ
り 

 

学
習
院
女
子
Ａ 

岩
瀬
成
子
『
地
図
を
広
げ
て
』 

 
鎌
倉
女
学
院
一
次 

辻
村
深
月
『
サ
ク
ラ
咲
く
』 

日
高
敏
隆
『
動
物
た
ち
の
自
意
識
』 

鎌
倉
女
学
院
一
次 

こ
ま
つ
あ
や
こ
『
リ
マ
・
ト
ゥ
ジ
ュ
・
リ
マ
・
ト
ゥ
ジ
ュ
・
ト
ゥ
ジ

ュ
』 

富
田
啓
介
『
は
じ
め
て
地
理
学
』 

 

吉
祥
女
子
一
回 

藤
岡
陽
子
『
い
つ
ま
で
も
白
い
羽
根
』 

稲
垣
栄
洋
「
弱
者
の
戦
略
」（『
植
物
は
な
ぜ
動
か
な
い
の
か
』
） 

 

共
立
女
子
（
２
／
１
） 

花
森
安
治 

詩
『
灯
を
と
も
す
言
葉
』 

田
口
幹
人
『
ま
ち
の
本
屋
、
知
を
編
み
、
血
を
継
ぎ
、
地
を
耕
す
』 

須
賀
敦
子
「
ほ
め
る
」 

共
立
女
子
（
２
／
２
） 

財
部
鳥
子 

詩
『
水
と
モ
ン
ゴ
ル
』 

有
吉
玉
青
『
ソ
ボ
ち
ゃ
ん 

い
ち
ば
ん
好
き
な
人
の
こ
と
』 

榎
本
博
明
『「
対
人
不
安
」
っ
て
何
だ
ろ
う
？
』 

 

光
塩
女
子
一
回
（
国
語
基
礎
） 

高
槻
成
紀
『
野
生
動
物
へ
の
２
つ
の
視
点
』 

光
塩
女
子
二
回 

原
田
マ
ハ
『
リ
ー
チ
先
生
』 

藤
田
正
勝
『
日
本
文
化
を
よ
む 

５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
』 

 

香
蘭
女
学
校 

杉
本
り
え
『
１
０
０
年
の
木
の
下
で
』 

松
村
圭
一
郎
『
う
し
ろ
め
た
さ
の
人
類
学
』 

朝
日
新
聞
「
天
声
人
語
」 

 



品
川
女
子
学
院
一
回 

鶴
原
吉
郎
『
Ｅ
Ｖ
と
自
動
運
転 

ク
ル
マ
を
ど
う
変
え
る
か
』 

西
加
奈
子
『
お
ま
じ
な
い
』（「
孫
娘
」） 

 

淑
徳
与
野
一
回 

瀧
羽
麻
子
『
あ
り
え
な
い
ほ
ど
う
る
さ
い
オ
ル
ゴ
ー
ル
』 

山
極
寿
一
『
ゴ
リ
ラ
か
ら
の
警
告 

人
間
社
会
、
こ
こ
が
お
か
し
い
』 

 

頌
栄
女
子
学
院
一
回 

汐
見
稔
幸
『
人
生
を
豊
か
に
す
る
学
び
方
』 

辻
村
深
月
『
家
族
シ
ア
タ
ー
』 

 

湘
南
白
百
合 

田
口
ラ
ン
デ
ィ
『
リ
ク
と
白
の
王
国
』 

辻 

信
一
『
弱
虫
で
い
い
ん
だ
よ
』 

 

女
子
学
院 

ペ
ー
タ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ル
レ
ー
ベ
ン
『
樹
木
た
ち
の
知
ら
れ
ざ
る
生
活 

森
林
管
理
官
が
聴
い
た
森
の
声
』 

夏
川
草
介
「
五
月
の
贈
り
物
」 

 

白
百
合
学
園
（
一
般
） 

田
中 

修
『
植
物
の
ひ
み
つ
』 

藤
原
新
也
『
名
前
の
な
い
花
』 

 

清
泉
女
学
院
一
回 

北
村
良
子
『
論
理
的
思
考
を
鍛
え
る
３
３
の
思
考
実
験
』 

高
楼
方
子
『
時
計
坂
の
家
』 

清
泉
女
学
院
二
回 

佐
藤
雅
彦
『
考
え
の
整
頓
』 

芥
川
龍
之
介
「
白
」 

 

洗
足
学
園
一
回 

安
田
正
美
『
単
位
は
進
化
す
る 

究
極
の
精
度
を
め
ざ
し
て
』 

知
野
み
さ
き
『
鈴
の
神
さ
ま
』 

 

東
京
女
学
館
１
回 

岡
野
薫
子
『
桃
花
片
』 

斎
藤 

孝
『
読
書
力
』 

東
京
女
学
館
４
回 

松
浦
寿
輝
『
川
の
光
』 

池
内 

了
『
科
学
の
考
え
方
・
学
び
方
』 

 

東
洋
英
和
女
学
院
Ａ
・
帰
国
生 

ド
リ
ア
ン
助
川
「
台
風
の
あ
と
で
」（
『
多
摩
川
物
語
』
） 

 

豊
島
岡
女
子
一
回 

松
村
圭
一
郎
『
う
し
ろ
め
た
さ
の
人
類
学
』 

石
井
睦
美
『
連
帯
の
メ
ー
ル
を
送
る
』 

 

日
本
女
子
大
附
属
一
回 

栗
山
さ
や
か
『
ひ
と
り
で
は
じ
め
た
ア
フ
リ
カ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』 

光
野 

桃
『
実
り
の
庭
』 

 

フ
ェ
リ
ス 

梅
崎
春
生
「
魚
の
餌
」 

岡
田
暁
生
『
音
楽
の
聴
き
方
』 

 

富
士
見
一
回 

脇 

明
子
『
読
む
力
は
生
き
る
力
』 

安
田
夏
菜
『
レ
イ
さ
ん
と
い
た
夏
』 

 
雙
葉 

寺
田
寅
彦
『
科
学
者
と
あ
た
ま
』 

童
謡
の
歌
詞
『
鯉
の
ぼ
り
』 

 

普
連
土
学
園
一
回 

前
田
英
樹
『
何
の
た
め
に
「
学
ぶ
」
の
か
』 

堀
米 

薫
『
林
業
少
年
』 

 

盛
岡
白
百
合
（
首
都
圏
） 

今
江
祥
智
『
雪
の
帽
子
』 

菅
野 

仁
『
友
だ
ち
幻
想
』 

 

横
浜
共
立 

佐
藤
ま
ど
か
『
一
〇
五
度
』 

松
原
耕
二
『
本
質
を
つ
か
む
聞
く
力 

ニ
ュ
ー
ス
の
現
場
か
ら
』 

 

横
浜
雙
葉 

瀬
戸
内
寂
聴
『
青
い
花
』 

小
野
雅
裕
『
宇
宙
に
命
は
あ
る
の
か 

人
類
が
旅
し
た
一
千
億
分
の

八
』 

 

立
教
女
学
院 

森 

博
嗣
『
読
書
の
価
値
』 

瀧
羽
麻
子
『
あ
り
え
な
い
ほ
ど
う
る
さ
い
オ
ル
ゴ
ー
ル
』 


